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日本生命保険相互会社 

株式会社京三製作所に対する 

ニッセイ・サステナビリティ・リンク・ローンの実行について

日本生命保険相互会社（社長：清水博、以下「当社」）は、この度、株式会社京三製作所

（代表：國澤良治）に対し、ニッセイ・サステナビリティ・リンク・ローン（以下「当融資」）

を以下の概要で実行しました。 

＜案件概要＞ 

実行日 
⑴2023年 11月 30日

⑵2024年 7月 31日

企業名 株式会社京三製作所 

当社融資額 45億円（累計実行額） 

KPI概要 

①京三製作所および国内連結子会社における CO2排出量（Scope1・2）

②京三製作所の男性従業員の育児休業取得率

➢ 社会課題の解決に貢献することで、企業価値の向上と持続可能な

社会の実現を目指しており、マテリアリティ（経営重要課題）とし

て掲げている「脱炭素社会貢献」および「人的資本の充実」は、

サステナビリティ経営の更なる向上に寄与する有意義な施策

SPTs概要 

①⑴2026年 3月末時点で CO2排出量を 2013年度比 66%削減

⑵2027年 3月末時点で CO2排出量を 2013年度比 67%削減

②⑴2026年 3月末時点で男性従業員の育児休業取得率 100%

⑵2027年 3月末時点で男性従業員の育児休業取得率 100%

2014/3※ 2024/3 2025/3 2026/3 2027/3 2028/3 

SPT① 

4,571t 

(削減割合) 

[基準年] 

1,384t 

(△70%)

[実績値] 

1,617t 

(△65%)

[目標値] 

1,553t 

(△66%)

[目標値] 

1,488t 

(△67%)

[目標値] 

1,423t 

(△69%)

[目標値] 

2023/3 2024/3 2025/3 2026/3 2027/3 2028/3 

SPT② 
100% 

[実績値] 

93% 

[実績値] 

100% 

[目標値] 

100% 

[目標値] 

100% 

[目標値] 

100% 

[目標値] 

※2014 年 3 月末実績値は、京三製作所の Scope１（直接排出・社用車）および国内連結子会

社が排出した CO₂排出量（Scope１・２）が未測定のため、集計範囲が京三製作所の鶴見本

社・工場における Scope2の CO₂排出量となっております。

当社は、生命保険会社としての使命や公共性を踏まえ、環境や地域・社会と共生し、経済・

企業と安定的な成長を共有していく観点から、責任投融資を強化しており、当融資もその  

一つと位置付けています。 

今後も、持続可能な社会の実現への貢献と契約者利益の一層の拡大を目指し、責任投融資

に取り組んでまいります。                                                  以 上 


